
福井県陶芸館「企画展示室」

福 井 県 陶 芸 館 ・ 平 成 2 6 年 度 秋 期 特 別 展  

2014年10月4日㊏～12月7日㊐

〒916-0273 福井県丹生郡越前町小曽原120-61
Tel.0778-32-2174 Fax.0778-32-2279  http://www.togeikan.jp

福井県陶芸館は、福井県が設置し、指定管理者の指定を受けた
アクティオ株式会社が管理運営を行っております。

①「黒い太陽」②「踊り」③「午後の日」④「うなずく」⑤「ひらく肖像」⑥⑦「坐ることを拒否する椅子」  作品はいずれも川崎市岡本太郎美術館所蔵

開館時間／午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
休 館 日／月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土・日・祝日）を除く
入 館 料／一般600円、大学生300円、
　　　　　高校生以下無料（団体30名以上で2割引）

主 催／福井県陶芸館
共 催／月刊URALA編集部
後 援／福井新聞社、FBC福井放送
　 　　福井テレビ、FM福井
　 　　丹南ケーブルテレビ

岡本太郎
やきものの

常設展「越前焼の発生から現在」・「登録有形文化財 福井県陶磁
器資料（水野九右衛門コレクション）」も併せてご覧いただけます。
障害者手帳をお持ちの方（手帳をご呈示ください）、付添者（1名の
み）は無料。
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〒916-0273 福井県丹生郡越前町小曽原120-61
Tel.0778-32-2174 Fax.0778-32-2279  
http://www.togeikan.jp
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福井県陶芸館
越前陶芸村内

バスで
お越しの場合

お車の場合

◎JR武生駅より福鉄バス（武生越前海岸線）
　かれい崎行き 陶芸村口下車 徒歩10分〈所要時間約40分〉片道640円
◎神明駅前バス乗り場より（鯖浦線）
　かれい崎行き 陶芸村口下車 徒歩10分〈所要時間約40分〉片道710円

〔交通のご案内〕

①10:06→10:32 ②13:01→13:27 ③15:41→16:07 
④16:46→17:12 ⑤19:01→19:27⑥19:41→20:07 ③⑤土日祝 運休

①7:19→7:45 ②7:29→7:55 ③8:06→8:32 ④9:34→10:00 
⑤12:34→13:00⑥16:24→16:50 ①休校日運休・③土日祝 運休

JR武生駅前→陶芸村口

陶芸村口→JR武生駅前

①7:13→7:43 ②7:55→8:25 ③11:20→11:56 ④14:40→15:16 ⑤15:30→16:06 ⑥16:40→17:16 
⑦17:40→18:16 ⑧18:10→18:40 ⑨18:40→19:10 ⑩19:25→19:55 ①④⑦⑧⑩土日祝 運休

①6:56→7:26 ②7:21→7:51 ③7:56→8:32 ④8:56→9:32 ⑤10:01→10:37
⑥12:21→12:57 ⑦16:26→17:02 ⑧17:46→18:16 ⑨18:26→18:56 ①③⑤⑨土日祝 運休

神明駅→陶芸村口

陶芸村口→神明駅

◎武生インター（京都・名古屋方面より）〈所要時間約30分〉
◎鯖江インター（金沢方面より）〈所要時間約30分〉 
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1911年（明治44年）漫画家の岡本一平、歌人・
小説家の岡本かの子の長男として、生まれる／
1929年（昭和4年）東京美術学校（現東京芸術
大学）洋画科に入学／1930年（昭和5）～1940
年（昭和15年）フランスに移住する。在仏中、芸
術活動に邁進するかたわら哲学、民俗学をパリ
大学で学ぶ／1940年（昭和15年）ドイツ軍のフ
ランス進行により帰国する。／1959年（昭和34
年）沖縄旅行を行う。御嶽に感激したことなど後
年「忘れられた日本〈沖縄文化論〉」にまとめる。
／1970年（昭和45年）日本万国博覧会に“太陽
の塔”を制作／1989年（平成元年）福井県宮崎
村（現越前町）の村政100年を記念して、越前陶
芸村公園に〈月の顔〉を制作／1996年（平成8
年）急性心不全のため死去（享年84歳）

①「黒い太陽」②「午後の日」③「顔Ⅱ」④⑤⑥「坐ることを拒否する椅子」
⑦「ゆらめく」⑧「うなずく」⑨「むすめ」⑩「ひらく肖像」
作品はいずれも川崎市岡本太郎美術館所蔵

福 井 県 陶 芸 館・平 成 2 6 年 度 秋 期 特 別 展  

岡本太郎
やきものの

　岡本太郎は「芸術は爆発だ」という有名な言葉と、大阪府吹

田市で開催された日本万国博覧会（EXPO'70・大阪万博）での

「太陽の塔」。メキシコで発見され東京都渋谷区に恒久展示さ

れている壁画「明日の神話」などの代表作を残し、現在も日本

を代表する芸術家として名を馳せています。ですが、その岡本太

郎が越前と関わりのあったことはあまり知られていません。友人

であったいけばな草月流三代家元 勅使河原宏氏が越前陶芸

村に構えた草月陶房に訪れ、『踊り』をはじめとする一連の越

前陶土を使った作品群を制作し、陶芸村公園に関する提言も

行っています。

　本展ではこの越前陶土を使用し草月陶房で制作された岡本

太郎作品を含む、岡本太郎のやきものを展示し、併せて岡本太

郎の越前との関わりや、その考えを読み取る言葉をパネルに

よって紹介いたします。

福井県陶芸館

①

岡本太郎年譜

◉ワークショップ
「樹脂粘土で仮面を作ろう」
　日　　時／11月9日㊐午前9時～午後3時
 （昼食は各自でご用意ください）

　会　　場／福井県陶芸館 陶芸教室にて
　募集人数／10名（要予約、10月4日㊏予約開始）
　料　　金／3,000円（「岡本太郎のやきもの」展を見学いただけます）

◉学芸員によるギャラリートーク
　日　　時／2014年11月16日㊐
　 午前11時～（別途入館券が必要です）
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